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はじめに 

 

 

平成２７年１月に，国から「認知症施策推進総合戦略」（以下，「新オレンジプラン」）が

公表され，２年が経過しました。新オレンジプランは，団塊の世代が７５歳以上となる

２０２５年(平成３７年)を見据え，認知症の人の意思が尊重され，できる限り住み慣れた

地域で自分らしく暮らし続けることができる社会を実現することを目指しています。 

「新オレンジプラン」では，省庁横断型の計画として，保健福祉医療分野に留まらず，

学校教育と協力した普及啓発や，警察と連携した SOS ネットワークづくりなど，社会全体

で支える仕組みづくりを進めています。 

 

宮城県においても，平成３７年には認知症高齢者数が約１３万人から１４万人に上ると

見込まれており，地域社会全体で，認知症に関する様々なニーズに対応できるよう，関係

機関と一体となって取り組んでいます。 

 
 「新オレンジプラン」における施策の大きな柱の一つとして「若年性認知症施策の強化」

が打ち出され，宮城県でも，認知症介護研究・研修仙台センターの御協力のもと，平成

２７年度から若年性認知症実態把握調査を実施しています。 
 
昨年度行った，県内の専門医療機関や事業所などを対象とした人数の把握や受け入れ状

況等の調査，若年性認知症の方や御家族を対象とした生活状況や要望などの調査に加え，

今年度は三次調査として，市町村や地域包括支援センター，ハローワーク等の相談窓口で

の対応状況調査，御本人や御家族の思いを直接聴き取り，当事者同士の出会いの場を創る

交流会形式のヒアリング調査を行いました。 
 
この報告書は，若年性認知症の方と御家族の支援に関わる関係機関の皆様への情報提供

の一環として，今年度行った調査結果をまとめたものです。 
ぜひ御一読いただき，若年性認知症の方と御家族の良き理解者として，また，共に地域

で暮らす良き隣人として，時には共に歩むパートナーとして，今後とも御協力を賜ります

ようお願い申し上げます。 
 
最後になりましたが，調査の趣旨を御理解のもと御協力いただきました関係者の皆様に

厚くお礼申し上げます。 
 
 

平成２９年３月        

宮城県保健福祉部長寿社会政策課 
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